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（原稿の種類）
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（使用言語）
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2 　原稿はワードプロセッサーを使用して作成したものとする。
（原稿の提出）
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都府立大学学術報告投稿票」を添付し、所属の学術報告委員（以下「委員」という。）に提出する。
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第 14 条　校正は投稿者校正とする。
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4 　校正の際、内容、文章の訂正をすることはできない。
5 　note  added  in proof は論文の末尾におくことができる。
（経費の負担）
第 15 条　掲載に要する経費は委員会予算によるものとする。ただし、経費の総額が予算を超過したときは、次によ
り負担するものとする。
　（1） 　制限ページ数を超過した場合の印刷経費、カラー印刷等特殊な印刷を希望する場合の製版経費を投稿者負担
とする。
　（2） 　前号の負担額を控除してもなお予算額を超過する場合は、超過額をページ数（制限ページを超過した場合は
制限ページ数）で按分して算出した額を投稿者負担とする。
（別刷の贈呈）
第 16 条　別刷は 1 論文につき、50 部を贈呈する。
2 　前項の部数を超えて希望する場合の経費は、投稿者の負担とする。
（著作権等）
第 17 条　掲載された論文等の著作権は著者に帰属する。
2 　採択された論文は「京都府立大学学術報告」として出版するとともに、電子化し、委員会が適切と認めるネット
ワーク上・電子メディア等において公開することができる。
（規則の改廃）
第 18 条　この規則改廃は委員会が行う。
附　則
1　この規程は、平成 20 年 4 月 1 日から施行し、平成 20 年度の学術報告から適用する。
2　この規程は、平成 21 年 5 月 8 日から施行し、平成 21 年度の学術報告から適用する。
3　この規程は、平成 22 年 5 月 19 日から施行し、平成 22 年度の学術報告から適用する。
4　この規程は、平成 23 年 9 月 29 日から施行し、平成 23 年度の学術報告から適用する。
5　この規程は、平成 24 年 10 月 18 日から施行し、平成 24 年度の学術報告から適用する。
6　この規則は、平成 25 年 7 月 22 日から施行し、平成 25 年度の学術報告から適用する。
7　この規則は、平成 25 年 10 月 24 日から施行し、平成 26 年度の学術報告から適用する。
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